
 

 

 

 

 指折り数えて、待っていた芋ほり遠足。大型バスに乗車した時の子どもたちは嬉しさと緊張が入り混じった表

情をしていました。クイズやしり取り等楽しく過ごす中、段々景色が変わっていく事に気付き「家がなくなって

る」という発言には、なるほどと納得しました。到着し、一面の芋畑にキョロキョロ見回し「どこにお芋あるの」

とうさぎ組さん。「中にもぐってるんだよ」ときりん組さんが教えてくれました。いざ掘り始めてみると芋はすぐ

見えたもののなかなか抜けません。今年のお芋は小さいけれど下の方まで埋まっていて、途中で引き抜くとポキ

っと折れてしまいます。もうヤダと怒り出す子や、手伝ってと自分でやることを諦めてしまう子もいました。「手

伝うから待っててね」「こうやったら上手く掘れるよ」と保育士は出来るだけ自分でやってほしい、嫌にならずに

いてほしいという葛藤の中、見守っていました。力いっぱい引っ張っても抜けない頑固な“さつまいも”の魅力

に引き付けられながら「全部取って持って帰る」という共通の目的の中で、あれこれと考えを出し合いながらや

り切った子どもたち。改めて自然は冷酷だとも感じました。今年度きりん組が育てていた稲は、酷暑が続き思う

ように育ちませんでした。思いや気持ちが通じず紛れもない結果を打ち出してくるのが自然です。「引っぱった

ら折れちゃった」「土の所をずーっと掘っても出てこない」「いっぱい繋がっているから取れなかったんだ」と、

体験したからこそ、どうやったらよいかと考える子どもたちの真剣な自然との向き合い方を大切にしていきたい

と思いました。気付きや発見の面白さを味わい、達成感を得ることで更なる興味・関心に繋がっていく保育を今

後も展開していきます。 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

キンモクセイの花 

 

おいもでごっこ遊び 

ミニ運動会をしました 

泥だんご、上手にできるかな 

 

月の園だより 

 

 
 

令和５年１１月１日 
目黒区立菅刈保育園長 

 

 

11 月 の 予 定 

 

 

えんていつうしん 

 

 

 

 

 

 

 交通安全教室（5 歳児クラス） 

 焼きいも会（全園児） 

 身体計測（幼児） 

 

身体計測（乳児） 

乳児・冬の子ども会（乳児） 

歯科検診（全園児） 

避難訓練 

いつも園内や園庭を、掃除したり洗濯したりしてくれる

用務さん。掃除だけでなく、子どもたちと一緒にコット

を片付けたり園内の危ない場所を直してくれたりする、

縁の下の力持ちです。その中で子どもたちとの関わりが

うまれています。 

掃除中のトイレは子どもたち

とのふれあいの場です 

「（紙が）なくなっちゃった」 

「ほんとだね。 

新しいのを入れようね」 

 

 



 

 

 

 

 

③貝塚公園（４歳児・うさぎ組） 

公園の真ん中には大きな池があり、岩を渡って反対側へ行ったり、池の周りを木の実や植物を探索したりし

ながら遊んでいます。池の中には鯉がいて「１、２、、、７」と泳いでいる鯉の数を数えたり「赤ちゃんの鯉がい

た」「なんか怪我をしている鯉もいる」等よく観察したりしています。その中でも特に子どもたちは、海老やザ

リガニ釣りに夢中です。岩と岩の間を覗き込み、姿やハサミが見えると「見つけた」「静かにしないと逃げてし

まう」と言いながら、そっとたこ紐を付けた枝の釣り竿を下げて様子を見て 

います。釣れずにいると石を重りにしたらどうか、餌をつけたらいいので 

はと、考えながら試しています。 

子どもの知的好奇心に共感しながら、子どもの“やってみたい”“試した 

い”という考えを尊重していきたいと思います。 

るようにしたいと思います。 

① 西郷山公園（1歳児・すみれ組） 

秋には西郷山公園の芝生が伸び、場所によっては子どもの背丈程になる場所もあります。そこにはバッタや

チョウ、トンボなどたくさんの虫たちがいるため、子どもたちにとっては宝の山。しかし、草が伸びているた

め入り込むのをドキドキする子もたくさんいます。 保育士が草をかき分けて歩く姿を見せると、子どもたちも

真似して草をかき分けながら後に続いて歩いていきます。次第に慣れてきて、茂みに隠れて「ばあ」と驚かせ

ようとする姿も見られます。茂みの中が大冒険で、ワクワクドキドキが 

伝わってきました。 

これからも探索を楽しみながら、季節ごとに変化する昆虫や植物との 

触れ合いを大切にしていきます。 

②菅刈公園（2歳児・ひまわり組） 

走ることや体を動かすことが大好きなひまわり組の子どもたちは、菅刈公園の広い芝生でしっぽ取りをする

ことを楽しんでいます。保育士がしっぽを付けて走り出すと「待て待て」「捕まえた」と保育士を追いかけてい

ます。そのうちに「ぼくもしっぽが欲しい」「わたしも付けたい」と自分でしっぽを付けて、逃げる役になりま

す。取ったり取られたりする面白さを味わう子や「取らないで」としっぽを手で握って守ろうとする子がいま

す。一人ひとりが繰り返し楽しみながら、たくさん走って身体を動かして 

遊んでいます。 

これからも、しっぽ取りや追いかけっこなどを通して友達と一緒に遊ぶ 

ことを楽しめる機会を大切にしていきたいと思います。 

 

 

 

菅刈保育園 

③貝塚公園 

オーパス ②菅刈公園 
①西郷山公園 

12月は、０・３・５歳児クラスの散歩の様子です。

お楽しみに 


